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現段階での新型コロナウイルスの

感染防止対策について
11月 14日 ( 土 ) 開催の「第7回南伊豆町100km・78km・66kmみちくさウルトラマラソン」では、
新型コロナウイルス感染拡大防止の為、現段階では下記方策の実施検討をいたしております。

スタート前の感染防止について
●前日受付・当日受付での消毒、及び非接触機器による検温を行い、37.5 度以下の場合に出走可能とする。
●スタート時は極力間隔を空け、可能ならウェーブスタートを導入する。
●飛沫感染防止の為にスクリーン等を用意し、選手・スタッフ双方を感染から守る。

エイドステーションでの感染防止として
●全エイド関係者へのマスク・使い捨てビニール手袋配布と定期的な交換、アルコール消毒を行う。
●エイドステーションでは手洗い・アルコール消毒を行うようランナーに要請する。
●予め小分けにしたものを提供するなど、接触を極力避けるよう心がける。

また、今後毎月1回のペースで現地、南伊豆町にて観光協会や地元の運営スタッフと共に大会実行委員会を開催、
他大会の取り組みも参考にし、新型コロナウイルス感染防止策の検討に努めて参ります。
さらに10月 10日の時点で新型コロナウイルスの影響を判断、開催を最終決定いたしました際には
公式HPや Facebook、書面等を通じて選手の皆様に「その時点で、私達が出来る限り行っていく
予定の感染対策一覧」を発表させて頂きます。

今現在も安全に走って頂けるよう、感染対策に全力を尽くしておりますが、まだ新型コロナウイルスの情勢は
収束したと言い切れない情勢です。年内に再度の感染拡大が起こる事も想定されます。
ランナーの皆様におかれましても、健康管理に十分お気をつけてのご参加をお願い申し上げます。


